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写真 1
可視カメラ搭載ドローンの
空撮状況

写真 2　
マルチスペクトルカメラ
（赤外線等の波長の
異なる６つのレンズ付き）
搭載ドローンの空撮状況

写真 3
栽培課名物
除草剤適応性試験
（波板で細かく
区切られた圃場の状況）

栽培課の研究の展望

普及から来た新米課長の思い
～技術は現場で普及してこそ技術、そのために研究はあるべき～

栽培課　課長　木谷 吉則

1

農研ニュース　第２９号　　令和２年（２０２０年）９月発行
発行所   富山県農林水産総合技術センター農業研究所

〒939-8153 富山市吉岡 1124－1　TEL 076-429-2111
農林水産総合技術センターＨＰアドレス　http://taffrc.pref.toyama.jp/nsgc/nougyou/

vol.29
令和２年９月富山県農林水産総合技術センター農業研究所

8

農業研究所の活動から

試験圃場の青田まわり

水稲の奨励品種決定調査
（育種課　田中研究員）

てんたかく 81 の
高品質生産技術の確立

（栽培課　田村主任研究員）

リモートセンシングを活用した
栽培管理技術の確立
（栽培課　安川研究員）

「密苗」 の特性評価と
安定栽培技術の確立
（栽培課　寺崎研究員）

田畑輪換体系における
緑肥導入効果の実証

（土壌 ・環境保全課　髙橋主任研究員）

ネギ類における
微小害虫の制御技術の確立

（病理昆虫課　向井主任研究員）

水稲種子伝染性病害試験
（病理昆虫課　三室主任研究員）

ゼオライトの
耕種的施用法の検討

（土壌 ・環境保全課　淺木研究員）

　以上、若手職員の課題を
中心に紹介しました。

　この他、ベテラン職員より、
懸案課題への取組みについて
説明がありました。
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y = 0.228x + 2.2 

r = 0.78 (p < 0.01) 
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研究成果

水田土壌窒素肥沃度の迅速評価と「富富富」の施肥窒素量の診断
～ワンウィークで肥沃度を迅速評価～ 土壌･環境保全課　主任研究員　東　英男

（現広域普及指導センター 主任普及指導員）

図 1　可給態窒素分析法及び迅速評価法 （アスコルビン酸溶液抽出法） の手順

図 2　可給態窒素と AA 抽出窒素量

図 3　「富富富」 の成熟期窒素吸収量と着粒数
　　　　 ※調査年 ： 2016 ～ 2019 年 （n=110）

図 4　窒素供給量と 「富富富」 の成熟期窒素吸収量
　　　　 ※1　窒素供給量 : AA 抽出窒素量 + 施肥窒素量
　　　　 ※2　調査年 ： 2016 ～ 2019 年 （n=110）
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y=0.228X+2.2
r=0.78（p＜0.01）
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【可給態窒素分析法（湛水培養法） 】 【迅速評価法（AA 溶液抽出法） 】
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研究成果

水田土壌窒素肥沃度の迅速評価と「富富富」の施肥窒素量の診断
～ワンウィークで肥沃度を迅速評価～ 土壌･環境保全課　主任研究員　東　英男

（現広域普及指導センター 主任普及指導員）

図 1　可給態窒素分析法及び迅速評価法 （アスコルビン酸溶液抽出法） の手順

図 2　可給態窒素と AA 抽出窒素量

図 3　「富富富」 の成熟期窒素吸収量と着粒数
　　　　 ※調査年 ： 2016 ～ 2019 年 （n=110）

図 4　窒素供給量と 「富富富」 の成熟期窒素吸収量
　　　　 ※1　窒素供給量 : AA 抽出窒素量 + 施肥窒素量
　　　　 ※2　調査年 ： 2016 ～ 2019 年 （n=110）
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研究成果

「富富富」におけるイネ紋枯病の要防除水準
～紋枯病の要防除水準はコシヒカリと同じ！～

病理昆虫課　上席専門員　岩田 忠康

図 5　土壌窒素供給量を考慮した施肥量の求め方 ( 現地実証圃の事例 )
　　　　 ※㎡当たり （作土深 10cm 相当） の窒素供給量

図１　穂ばらみ期発病株率と成熟期ほ場被害度
　　　 との関係

図 2　成熟期ほ場被害度と収量比との関係

表 1　土壌窒素供給量を考慮した施肥改善の効果 (2019 年 現地実証圃※1)
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※1　土壌条件 ： 普通灰色台地土、 土性 ： CL、 供試肥料 : 富富富専用基肥一発肥料 (21-10-19)

※2　玄米蛋白質含有率 （玄米水分 15% 換算値） ： 静岡製機㈱の食味分析計 SRE-W による測定値
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研究成果

タマネギのネギアザミウマに対する薬剤散布適期
～作型別の重点防除時期～

病理昆虫課　課長　青木 由美

図 1　タマネギ栽培におけるネギアザミウマの
　　　 発生消長 （2018 年）
　　　 注） 品種 ： ターザン

　　　　　　　 殺虫剤は無処理、 殺菌剤処理は慣行に準拠

図 2　秋まきタマネギ栽培における殺虫剤散布時期･回数と
　　　 ネギアザミウマの寄生虫数及び被害度 （2018 年）　
　　　　 注） 品種 ： ターザン、 定植 ： 前年 10/18、 収穫 ： 6/13、
　　　　　　　 矢印 ： 殺虫剤散布時期、 各区の薬剤散布時期 ・ 回数は
　　　　　　　 表１を参照
　　　　　　　 中心３葉を調査 （発生予察事業の調査基準に準拠）

図 3　春まきタマネギ栽培における殺虫剤散布時期･回数と
　　　 ネギアザミウマの寄生虫数及び被害度 （2018 年）
　　　　 注） 品種 ： ターザン、 定植 ： 4/2、 収穫 ： 7/4、
　　　　 　　　矢印 ： 殺虫剤散布時期、 各区の薬剤散布時期 ・ 回数は
　　　　 　　　表２を参照
　　　　 　　　中心３葉を調査 （発生予察事業の調査基準に準拠）

写真 2　春まきタマネギ栽培における殺虫剤散布試験区の
　　　　　防除効果  （左） 生育状況、 （右） 試験区の様子
　　　　 　　注） 生育状況は左から２株ずつ無処理､１～３回散布区
　　　　　　 　　　試験区の様子 （ドローン撮影） は （上） 無処理区、
　　　　　　 　　　（下） ２回散布区

写真 1　ネギアザミウマ　（左） 成虫､（右） 幼虫

表 1　秋まきタマネギ栽培における殺虫剤散布試験区

表 2　春まきタマネギ栽培における殺虫剤散布試験区　

表 3　秋まきタマネギ栽培の殺虫剤散布試験区における
　　　 りん茎の調製重､貯蔵中の食害痕球率及び腐敗球率
　　　 （2018 年）

表 4　春まきタマネギ栽培の殺虫剤散布試験区における
　　　 りん茎の調製重､貯蔵中の食害痕球率及び腐敗球率
　　　 （2018 年）

写真 3　ネギアザミウマによる葉鞘基部の食害痕
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注） 品種 ： ターザン、 定植 ： 4/2
　　　○： 殺虫剤散布 （150L/10a、 展着剤添加）

注） 品種 ： ターザン、 収穫 ： 6/13、 殺菌剤散布は慣行に準拠
※貯蔵約 1 か月後に葉鞘基部のりん片表面を調査 （軽微な食害痕を含む）

注） 品種 ： ターザン、 収穫 ： 7/4、 殺菌剤散布は慣行に準拠
※貯蔵約 1 か月後に葉鞘基部のりん片表面を調査 （軽微な食害痕を含む）
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タマネギのネギアザミウマに対する薬剤散布適期
～作型別の重点防除時期～

病理昆虫課　課長　青木 由美

図 1　タマネギ栽培におけるネギアザミウマの
　　　 発生消長 （2018 年）
　　　 注） 品種 ： ターザン

　　　　　　　 殺虫剤は無処理、 殺菌剤処理は慣行に準拠

図 2　秋まきタマネギ栽培における殺虫剤散布時期･回数と
　　　 ネギアザミウマの寄生虫数及び被害度 （2018 年）　
　　　　 注） 品種 ： ターザン、 定植 ： 前年 10/18、 収穫 ： 6/13、
　　　　　　　 矢印 ： 殺虫剤散布時期、 各区の薬剤散布時期 ・ 回数は
　　　　　　　 表１を参照
　　　　　　　 中心３葉を調査 （発生予察事業の調査基準に準拠）

図 3　春まきタマネギ栽培における殺虫剤散布時期･回数と
　　　 ネギアザミウマの寄生虫数及び被害度 （2018 年）
　　　　 注） 品種 ： ターザン、 定植 ： 4/2、 収穫 ： 7/4、
　　　　 　　　矢印 ： 殺虫剤散布時期、 各区の薬剤散布時期 ・ 回数は
　　　　 　　　表２を参照
　　　　 　　　中心３葉を調査 （発生予察事業の調査基準に準拠）

写真 2　春まきタマネギ栽培における殺虫剤散布試験区の
　　　　　防除効果  （左） 生育状況、 （右） 試験区の様子
　　　　 　　注） 生育状況は左から２株ずつ無処理､１～３回散布区
　　　　　　 　　　試験区の様子 （ドローン撮影） は （上） 無処理区、
　　　　　　 　　　（下） ２回散布区

写真 1　ネギアザミウマ　（左） 成虫､（右） 幼虫

表 1　秋まきタマネギ栽培における殺虫剤散布試験区

表 2　春まきタマネギ栽培における殺虫剤散布試験区　

表 3　秋まきタマネギ栽培の殺虫剤散布試験区における
　　　 りん茎の調製重､貯蔵中の食害痕球率及び腐敗球率
　　　 （2018 年）

表 4　春まきタマネギ栽培の殺虫剤散布試験区における
　　　 りん茎の調製重､貯蔵中の食害痕球率及び腐敗球率
　　　 （2018 年）

写真 3　ネギアザミウマによる葉鞘基部の食害痕

寄
生
虫
数（
頭
/株
）

寄
生
虫
数（
頭
/株
）

葉
身
の
被
害
度

葉
身
の
被
害
度

調査月日（月/日）

15

10

5

0

12

10

8

6

4

2

0

寄
生
虫
数（
頭
/株
）

100

80

60

40

20

0

100
80
60
40
20
0

100
80
60
40
20
0

1回散布（5月中旬）
1回散布（5月下旬）
2回処理
無処理

1回散布
2回散布
3回散布
無処理

4/23

4/23 4/30 5/7 5/14 5/21 5/28 6/4

4/23 5/7 5/21 6/4 6/18

1回散布
（5月中旬）

1回散布
（5月下旬）

2回散布 無処理

1回散布 2回散布 3回散布 無処理

5/7 5/21 6/4

注） 品種 ： ターザン、 定植 ： 前年 10/18
　　　○： 殺虫剤散布 （300L/10a、 展着剤添加）

注） 品種 ： ターザン、 定植 ： 4/2
　　　○： 殺虫剤散布 （150L/10a、 展着剤添加）

注） 品種 ： ターザン、 収穫 ： 6/13、 殺菌剤散布は慣行に準拠
※貯蔵約 1 か月後に葉鞘基部のりん片表面を調査 （軽微な食害痕を含む）

注） 品種 ： ターザン、 収穫 ： 7/4、 殺菌剤散布は慣行に準拠
※貯蔵約 1 か月後に葉鞘基部のりん片表面を調査 （軽微な食害痕を含む）
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写真 1
可視カメラ搭載ドローンの
空撮状況

写真 2　
マルチスペクトルカメラ
（赤外線等の波長の
異なる６つのレンズ付き）
搭載ドローンの空撮状況

写真 3
栽培課名物
除草剤適応性試験
（波板で細かく
区切られた圃場の状況）

栽培課の研究の展望

普及から来た新米課長の思い
～技術は現場で普及してこそ技術、そのために研究はあるべき～

栽培課　課長　木谷 吉則

1
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農業研究所の活動から

試験圃場の青田まわり

水稲の奨励品種決定調査
（育種課　田中研究員）

てんたかく 81 の
高品質生産技術の確立

（栽培課　田村主任研究員）

リモートセンシングを活用した
栽培管理技術の確立
（栽培課　安川研究員）

「密苗」 の特性評価と
安定栽培技術の確立
（栽培課　寺崎研究員）

田畑輪換体系における
緑肥導入効果の実証

（土壌 ・環境保全課　髙橋主任研究員）

ネギ類における
微小害虫の制御技術の確立

（病理昆虫課　向井主任研究員）

水稲種子伝染性病害試験
（病理昆虫課　三室主任研究員）

ゼオライトの
耕種的施用法の検討

（土壌 ・環境保全課　淺木研究員）

　以上、若手職員の課題を
中心に紹介しました。

　この他、ベテラン職員より、
懸案課題への取組みについて
説明がありました。


